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ブ タ組織の LDH ア イ ソ ザ イ 厶 と そ の s皿b・band に

つ い て

　　　　　　　　　　　松沢時弘
・
石井泰明

（群馬大学内分泌研究所 ・群馬県立畜産試験場）

　po】yacrylamicle　gel の 薄層電気泳動法を用 い て ，
ブ タ組織の LDH 　isozymeを 謂査 した 。結 果 は，肝

臓・ひ 臓 ・ じん 臓 に 通 常 の 5 個 の LDH 　isozyme の

他 に ，
LDH −3 の 前に LDH 活性を持つ band を認

め た 。 こ の sub ・band は，ブ タ の 品種，年齢 ， 性別

に 関 係 な く認 め られ た
。

一
方 ， 心筋，骨格筋 で は 認

め られ な か っ た。し か し，心筋，骨格筋 の そ れ ぞ れ

の homogenate に NaCl を 加 え ， 凍結融解 を くり返

した 後，そ れ ら の 等量を混合し ， hybridを 作 る と，
通常の 5個の LDH −isozyme の 他 に こ の sub ．band

を生 じた 。更 に gel か ら arnmonium 　persu］fate を

除い て ， LDH 　 isezyme の 展 開 を 行 っ て も， こ の

sub ・band を 認 め た 。 以 上 の 事か ら ， こ の sub ・band
は，電気泳動 に よ る artifact で は な く， 通常 の 5個

の LDH 　 isozyme を 構成す る sub ・unit 　 A
，
　 B の 両

方を，含 む もの と思 わ れ るが そ の 購造に つ い て は fi
下，検討中で あ る。又 ， こ の LDH 活性を持 つ sub −

band は ブ タ 同 様 ， イ ノ シ シ の ひ 臓 ， 肝臓 に で も

LDH −3 の 前に現れ る こ とを認 め た 。

淡水産 シ ジミ の amylase 　iseZyme につ い て

井 上 　勤 （東京学芸大学生物学教 室 ）

　東京南多摩 羽 村 の 玉 川上水産 Corbicuta　ieanaの

杆晶体 ・消化盲嚢 の amylase 　isozymeを DISC 電

気 泳 動法 ・免疫法を 用 い て 解折 した 。そ の 結果 ， 杆

晶体 ・消化盲嚢 と も amylase 　isozymeは 5 個あり，

そ の 移動度は類似 す る。杆 晶体 amylase 　isozyme

の 活性 の 強 さは Amy 　3＞ Amy 　5＞ Amy 　2＞ Amy 　1＞

Amy 　4 で ，そ の amylase 活性は 2 相性 最 適 pH 型

（pH 　6．8，　pH 　7，0）を示 した。　Amy 　3 は最 ma　pH 　6，8，
耐熱性 （60

°C）で larvaよ り adult まで 見 られ る

native 　 enzyme で あ る。　 Arny　5 は 最適 pH 　7．2，
60°C で 失活 し adult に 見 られ る。両者の alnylase

は glucose で 揶制 され ず，　 maltose で は 非拮抗的 に

抑制 さ れた
。 特に Amy3 は Arny　5 よ り強 く抑制

され た 。
C ．1

’
aPonica の 抗杆品体家兎血 清 を 用 い て

Ocuterlony法 を 行 うと，　 C．　leana 杆晶体 との 間 に 3・

つ の 共通抗原と 2 ずつ の 部分共通抗原が得 られ た 。

免疫電気泳動法 で は β一globulin 領域 の transfer血

域に 太 い 明瞭 な 沈降線 と そ の 内側 に 2 本 の 細 い 沈降

線が 見 られた ， こ の 他 α
一g］obulin 領域 に 6 本 の 明 瞭

な沈降線 が得 られ た。こ れ ら の 沈降線 は未同定 だ が

amylase は β一globulin 領域 に ある と 考え られ る。

オ タ マ ジ ャ ク シ の 多糖類合成に 対するプ ロ ラ クチ ン

の 影響

　　　　　 吉 里 勝利 ・安増郁夫

（東京大学教養学部生物学教室 ・

早稲 田 大学教育学部 生物学教室）

　牛の 前葉 ホ ル モ ン プ ロ ラ ク チ ン で オ タ マ ジ ヤ ク シ

を 腹腔内処 理 す る と，多糖類 の 合成 が 高ま る こ と ，

お よ び そ の 多糖類は酸性 ム コ 多糖類で ある ヒ ア ル ロ

ン 酸 で あ る こ と が 判 った 。 又 プ ロ ラ ク チ ン は ，
ピ ア

ル ロ ン 酸分解酵素 （1ysosomal　 enzyme で あ る こ と

を確 かめ た） の 合成 に阻害的 に 働 くこ と も判 った、

種 々 の 動物の 結合組織 に およほすプ ロ ラ クチ ン の 影

響

中野玲子 ・
吉 里 勝利

S ・菊 山　栄 ・安増郁夫

　　　　　（早稲田 大学教育学部生物学教室 ・

　　　　
i
東 京大 学教養学部生物学教室）

　哺乳類 の プ ロ ラ ク チ ソ をカ エ ル 幼生 に 与え る と ，

結台組織の 購成分 で あ る コ ラ
ーゲ ン ，多糖類 の 合成

．

が 促進 さ れ る こ と を吉 里 らが 報告 して い る 。 私達は

プ ロ ラ ク チ ソ
， カ エ ル 前葉お よ び ウ ナ ギ脳 下垂体 を

ハ トの 縢 の うに 皮内注 射 し，曝 の うの
3H 一プ ロ リ ソ

の コ ラーゲ ン
， 蛋 白へ の 取り込 み，1℃一グ ル コ

ー
ス

の 多糖類へ の 取 り込 み を調 べ た。プ ロ ラ ク チ ン お よ

び カ エ ル 前葉 はハ トの 噪 の うの コ ラーゲ ソ
， 蛋 白，

多糖類 の 合成を高め る が，ウ ナ ギ脳下垂体 は多糖類

合成 を 主 に高め る。又 ，
プ ロ ラ ク チ ソ を ウ ナ ギ に 腹

腔内注射を行 い ，腸 の コ ラ ーゲ ン ，蛋 白 ， 多糖類 の

合成に対す る影響を み る と ， 特 に 多糖類 の 合成が 高．

ま る。

　今 まで 報告 されて い る こ と と考え て あ わせ て み る一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


